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議案第 ９号 大阪府後期高齢者医療広域連合監査委員の選任に 
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議案第１０号 大阪府後期高齢者医療広域連合公平委員会委員の 

選任について同意を求める件・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

議案第１１号 令和８年度大阪府後期高齢者医療広域連合後期高 

齢者医療特別会計補正予算（第１号）の件・・・・・・・・３ 

 

議案第１２号 デジタル社会の形成を図るための規制改革を推進 

するためのデジタル社会形成基本法等の一部を改 

正する法律による改正後の行政手続法の施行に伴 

う関係条例の整理に関する条例の件・・・・・・・・・・・５ 

 



 

 

議案第９号 

 

大阪府後期高齢者医療広域連合監査委員の選任について同意を求める件 

 

次の者を監査委員に選任したいので、大阪府後期高齢者医療広域連合規約第１６条第２

項の規定により議会の同意を求める。 

 

令和８年７月２４日提出 

大阪府後期高齢者医療広域連合長 野田 義和   

 

（識見を有する者） 

氏 名 住 所 生年月日 

瀧 洋二郎    

 

（広域連合議会議員） 

氏 名 住 所 生年月日 

藤林 伸一    
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議案第１０号 

 

大阪府後期高齢者医療広域連合公平委員会委員の選任について同意を求める件 

 

次の者を公平委員会委員に選任したいので、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１

号）第９条の２第２項の規定により議会の同意を求める。 

 

令和８年７月２４日提出 

大阪府後期高齢者医療広域連合長 野田 義和   

 

氏 名 住 所 生年月日 

西田 直浩     

溝口 和彦    

三井 保夫     
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議案第１１号 

 

令和８年度大阪府後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第１号）の件 

 

令和８年度大阪府後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

は、次に定めるところによる。 

 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ５８５，６９１千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１，４７２，５５４，２２０千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

令和８年７月２４日提出 

              大阪府後期高齢者医療広域連合長 野田 義和   
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歳 入

補 正 前 の 額 補 正 額 計

千円 千円 千円

299,331,602 99,296 299,430,898

1 市町村負担金 299,331,602 99,296 299,430,898

100 486,395 486,495

1 繰 越 金 100 486,395 486,495

1,471,968,529 585,691 1,472,554,220

歳 出

補 正 前 の 額 補 正 額 計

千円 千円 千円

4,824,468 99,296 4,923,764

1 総 務 管 理 費 4,824,468 99,296 4,923,764

1,100 486,395 487,495

1
償 還 金 及 び
還付加算金等

1,100 486,395 487,495

1,471,968,529 585,691 1,472,554,220

9 繰 越 金

第 １ 表 歳 入 歳 出 予 算 補 正

款 項

1 市町村支出金

歳 出 合 計

歳 入 合 計

款 項

1 総 務 費

7 諸 支 出 金

4



 

 

議案第１２号 

 

デジタル社会の形成を図るための規制改革を推進するためのデジタル社会形

成基本法等の一部を改正する法律による改正後の行政手続法の施行に伴う関

係条例の整理に関する条例の件 

 

デジタル社会の形成を図るための規制改革を推進するためのデジタル社会形成基本法等

の一部を改正する法律による改正後の行政手続法の施行に伴う関係条例の整理に関する条

例を次のように定める。 

 

令和８年７月２４日提出 

大阪府後期高齢者医療広域連合長 野田 義和   
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大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
条
例
第

 
号
 

  
 

 
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
の
規
制
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
 
 
 
 

改
正
後
の
行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
 

  
（
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正
）
 

第
１
条
 
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
行
政
手
続
条
例
（
平
成
１
９
年
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
条
例
第
１
９
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
聴
聞
の
通
知
の
方
式
）
 

第
１
５
条
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
行
政
庁
は
、
不
利
益
処
分
の
名
宛
人
と
な
る
べ
き
者
の
所
在
が
判
明
し

な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
、
公
示
の
方
法

に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

     ４
 
前
項
の
公
示
の
方
法
に
よ
る
通
知
は
、
不
利
益
処
分
の
名
宛
人
と
な
る

べ
き
者
の
氏
名
、
第
１
項
第
３
号
及
び
第
４
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
当

該
行
政
庁
が
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
い
つ
で
も

（
聴
聞
の
通
知
の
方
式
）
 

第
１
５
条
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
行
政
庁
は
、
不
利
益
処
分
の
名
宛
人
と
な
る
べ
き
者
の
所
在
が
判
明
し

な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
、
そ
の
者
の
氏

名
、
同
項
第
３
号
及
び
第
４
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
当
該
行
政
庁
が
同

項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
い
つ
で
も
そ
の
者
に
交
付

す
る
旨
を
広
域
連
合
の
事
務
所
の
掲
示
場
に
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
掲
示
を
始
め
た
日
か
ら

２
週
間
を
経
過
し
た
と
き
に
、
当
該
通
知
が
そ
の
者
に
到
達
し
た
も
の
と

み
な
す
。
 

【
新
設
】
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そ
の
者
に
交
付
す
る
旨
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
公
示
事
項
」
と
い
う
。
）

を
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
不
特
定
多
数
の
者
が
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
る
状
態
に
置
く
と
と
も
に
、
公
示
事
項
が
記
載
さ
れ
た
書
面
を
広
域

連
合
の
事
務
所
の
掲
示
場
に
掲
示
し
、
又
は
公
示
事
項
を
当
該
事
務
所
に

設
置
し
た
電
子
計
算
機
の
映
像
面
に
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
措
置
を
開
始
し
た
日
か
ら
２
週
間
を

経
過
し
た
と
き
に
、
当
該
通
知
が
そ
の
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。
 

（
代
理
人
）
 

第
１
６
条
 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
（
同
条
第
４
項

後
段
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
が
到
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
を

含
む
。
以
下
「
当
事
者
」
と
い
う
。
）
は
、
代
理
人
を
選
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

２
～
４
（
略
）
 

（
続
行
期
日
の
指
定
）
 

第
２
２
条
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
第
１
５
条
第
３
項
及
び
第
４
項
の
規
定
は
、
前
項
本
文
の
場
合
に
お
い

て
、
当
事
者
又
は
参
加
人
の
所
在
が
判
明
し
な
い
と
き
に
お
け
る
通
知
の

方
法
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
３
項
及
び
第

４
項
中
「
不
利
益
処
分
の
名
宛
人
と
な
る
べ
き
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
事

者
又
は
参
加
人
」
と
、
同
条
第
３
項
中
「
第
１
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
２

（
代
理
人
）
 

第
１
６
条
 
前
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
（
同
条
第
３
項

後
段
の
規
定
に
よ
り
当
該
通
知
が
到
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
を

含
む
。
以
下
「
当
事
者
」
と
い
う
。
）
は
、
代
理
人
を
選
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

２
～
４
（
略
）
 

（
続
行
期
日
の
指
定
）
 

第
２
２
条
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
第
１
５
条
第
３
項
の
規
定
は
、
前
項
本
文
の
場
合
に
お
い
て
、
当
事
者

又
は
参
加
人
の
所
在
が
判
明
し
な
い
と
き
に
お
け
る
通
知
の
方
法
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
３
項
中
「
不
利
益
処
分

の
名
宛
人
と
な
る
べ
き
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
事
者
又
は
参
加
人
」
と
、

「
掲
示
を
始
め
た
日
か
ら
２
週
間
を
経
過
し
た
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
掲

7



（
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）
 

２
条
第
２
項
」
と
、
同
条
第
４
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
２
２
条

第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
１
５
条
第
３
項
」
と
、
「
と
き
」
と
あ
る

の
は
「
と
き
（
同
一
の
当
事
者
又
は
参
加
人
に
対
す
る
２
回
目
以
降
の
通

知
に
あ
っ
て
は
、
当
該
措
置
を
開
始
し
た
日
の
翌
日
）
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。
 

（
聴
聞
に
関
す
る
手
続
の
準
用
）
 

第
２
９
条
 
第
１
５
条
第
３
項
及
び
第
４
項
、
第
１
６
条
並
び
に
第
１
８
条

第
１
項
及
び
第
３
項
の
規
定
は
、
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
１
５
条
第
３
項
中
「
第
１
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
２
８
条
第
１
項
」
と
、
同
条
第
４
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

２
９
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
１
５
条
第
３
項
」
と
、
「
第
１
項
第
３
号

及
び
第
４
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
２
８
条
第
１
項
第
３
号
」
と
、
第
１
６

条
第
１
項
中
「
前
条
第
１
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
２
８
条
第
１
項
」
と
、

「
同
条
第
４
項
後
段
」
と
あ
る
の
は
「
第
２
９
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第

１
５
条
第
４
項
後
段
」
と
、
第
１
８
条
第
１
項
中
「
当
事
者
及
び
当
該
不

利
益
処
分
が
さ
れ
た
場
合
に
自
己
の
利
益
を
害
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
参

加
人
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
２
４
条
第
３
項
に
お
い
て
「
当
事
者
等
」
と

い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
当
事
者
」
と
、
「
聴
聞
の
通
知
が
あ
っ
た
時

か
ら
聴
聞
が
終
結
す
る
時
」
と
あ
る
の
は
「
弁
明
の
機
会
の
付
与
の
通
知

が
あ
っ
た
時
か
ら
提
出
期
限
等
」
と
、
第
１
８
条
第
３
項
中
「
前
２
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
２
９
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
１
８
条
第
１
項
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

示
を
始
め
た
日
か
ら
２
週
間
を
経
過
し
た
と
き
（
同
一
の
当
事
者
又
は
参

加
人
に
対
す
る
２
回
目
以
降
の
通
知
に
あ
っ
て
は
、
掲
示
を
始
め
た
日
の

翌
日
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

（
聴
聞
に
関
す
る
手
続
の
準
用
）
 

第
２
９
条

 
第
１
５
条
第
３
項
及
び
第
１
６
条
並
び
に
第
１
８
条
第
１
項

及
び
第
３
項
の
規
定
は
、
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
１
５
条
第
３
項
中
「
第
１
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

２
８
条
第
１
項
」
と
、
「
同
項
第
３
号
及
び
第
４
号
」
と
あ
る
の
は
「
同

項
第
３
号
」
と
、
第
１
６
条
第
１
項
中
「
前
条
第
１
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

２
８
条
第
１
項
」
と
、
「
同
条
第
３
項
後
段
」
と
あ
る
の
は
「
第
２
９
条

に
お
い
て
準
用
す
る
第
１
５
条
第
３
項
後
段
」
と
、
第
１
８
条
第
１
項
中

「
当
事
者
及
び
当
該
不
利
益
処
分
が
さ
れ
た
場
合
に
自
己
の
利
益
を
害

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
参
加
人
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
２
４
条
第
３
項
に
お

い
て
「
当
事
者
等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
当
事
者
」
と
、
「
聴

聞
の
通
知
が
あ
っ
た
時
か
ら
聴
聞
が
終
結
す
る
時
」
と
あ
る
の
は
「
弁
明

の
機
会
の
付
与
の
通
知
が
あ
っ
た
時
か
ら
提
出
期
限
等
」
と
、
第
１
８
条

第
３
項
中
「
前
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
２
９
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第

１
８
条
第
１
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

8



第
２
条
 
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
９
年
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
条
例
第
１
３
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

附
 
則
 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

改
正
後
 

改
正
前
 

第
２
２
条
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
一
時
差
止
処
分
を
行
う
旨
の
通
知
を
す
る
場
合

に
お
い
て
、
当
該
一
時
差
止
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
の
所
在
が
知
れ
な
い

と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
、
通
知
す
べ
き
書
類
を
特
定
す
る

た
め
に
必
要
な
情
報
、
そ
の
者
の
氏
名
及
び
任
命
権
者
が
そ
の
書
類
を
保

管
し
、
い
つ
で
も
そ
の
者
に
交
付
す
る
旨
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
公

示
事
項
」
と
い
う
。
）
を
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
不
特
定
多
数
の
者

が
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
と
と
も
に
、
公
示
事
項
が
記
載

さ
れ
た
書
面
を
広
域
連
合
の
事
務
所
の
掲
示
場
に
掲
示
し
、
又
は
公
示
事

項
を
当
該
事
務
所
に
設
置
し
た
電
子
計
算
機
の
映
像
面
に
表
示
し
た
も

の
の
閲
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ

っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
措
置
を
開
始

し
た
日
か
ら
２
週
間
を
経
過
し
た
と
き
に
、
当
該
通
知
が
そ
の
者
に
到
達

し
た
も
の
と
み
な
す
。
 

４
～
９
 
（
略
）
 

第
２
２
条
 
（
略
）
 

２
 
（
略
）
 

３
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
一
時
差
止
処
分
を
行
う
旨
の
通
知
を
す
る
場
合

に
お
い
て
、
当
該
一
時
差
止
処
分
を
受
け
る
べ
き
者
の
所
在
が
知
れ
な
い

と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
、
そ
の
者
の
氏
名
及
び
同
項
の
書

面
を
い
つ
で
も
そ
の
者
に
交
付
す
る
旨
を
任
命
権
者
に
係
る
事
務
所
の

掲
示
場
に
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
掲
示
を
始
め
た
日
か
ら
２
週
間
を
経
過
し
た
と
き
に
、
当
該
通

知
が
そ
の
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。
 

４
～
９

 
（
略
）
 

9



令 和 8 年 度

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） に 関 す る 説 明 書



あ



１　　総　　括

（歳　入）

補 正 前 の 額 補 正 額 計

## #REF! 千円 千円 千円

1 市 町 村 支 出 金 299,331,602 99,296 299,430,898

9 繰 越 金 100 486,395 486,495

1,471,968,529 585,691 1,472,554,220

歳 入 歳 出 補 正 予 算 事 項 別 明 細 書

歳 入 合 計

款

1



（歳　出）

## #REF! 千円 千円 千円

1 総 務 費 4,824,468 99,296 4,923,764

7 諸 支 出 金 1,100 486,395 487,495

1,471,968,529 585,691 1,472,554,220歳 出 合 計

款 補 正 前 の 額 補 正 額 計

2



国 府 支 出 金 地 方 債 そ の 他
千円 千円 千円 千円

0 0 99,296

0 0 486,395

0 0 585,691

特 定 財 源
一 般 財 源

補 正 額 の 財 源 内 訳

3



２　　歳　　入

千円 千円

1 市 町 村 支 出 金 299,331,602 99,296

1 市 町 村 負 担 金 299,331,602 99,296

1 事 務 費 負 担 金 4,092,155 99,296

9 繰 越 金 100 486,395

1 繰 越 金 100 486,395

1 繰 越 金 100 486,395

1,471,968,529 585,691

 

歳 入 合 計

款 補 正 前 の 額 補 正 額項 目

4



金 額
千円 千円 千円

299,430,898

299,430,898

4,191,451

1 事 務 費 負 担 金 99,296 99,296

486,495

486,495

486,495

1 繰 越 金 486,395 486,395

1,472,554,220

計
節

説 明

前年度繰越金

区 分

事務費等負担金

5



３　　歳　　出

国 府 支 出 金
千円 千円 千円 千円

1 総 務 費 4,824,468 99,296 4,923,764 0

1 総 務 管 理 費 4,824,468 99,296 4,923,764 0

2 電子計算費 1,412,476 99,296 1,511,772

7 諸 支 出 金 1,100 486,395 487,495

1
償 還 金 及 び
還付加算金等 1,100 486,395 487,495

1 償 還 金 100 486,395 486,495

1,471,968,529 585,691 1,472,554,220 0歳 出 合 計

款 項 特 定 財 源補 正 前 の 額目 補 正 額

補 正 額 の 財 源 内 訳

計

6



地 方 債 そ の 他
千円 千円 千円 千円 千円

0 99,296

0 99,296

99,296

12 委 託 料 99,296 電子計算機整備業務委託料

0 486,395

0 486,395

486,395

22
償還金、利子
及 び 割 引 料 486,395 支払基金交付金償還金

0 0 585,691

486,395

説 明

節

区 分
特 定 財 源

金 額一 般 財 源

補 正 額 の 財 源 内 訳

99,296

7



（参 考） 

 

 

 

○選挙管理委員 

氏 名 住 所 生年月日 

佐藤 諭志 大阪府三島郡島本町青葉三丁目２番４号１０２ 昭和２１年 ９月２０日 

山田  強 大阪府三島郡島本町水無瀬一丁目６番９号 昭和２８年 ８月１４日 

田中  修 大阪府三島郡島本町若山台一丁目５番８－４０５号 昭和２２年１１月１４日 

大内  仁 大阪府三島郡島本町広瀬一丁目８２２番地の７ 昭和２５年 ６月 ６日 

  

 

 

○選挙管理委員補充員 

氏 名 住 所 生年月日 

川口  裕 大阪府三島郡島本町東大寺三丁目６５番地の１ 昭和２５年 ２月１６日 

谷川  清 大阪府三島郡島本町広瀬二丁目１番１１号 昭和２７年 ９月２６日 

服部 智子 大阪府三島郡島本町青葉三丁目２番２号３０４ 昭和３３年 ７月２０日 

松原美代賀 大阪府三島郡島本町青葉三丁目２番５号３０３ 昭和４０年 ４月１９日 
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